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「西アフ リカ農耕民の生態学的背景」

武 田 淳

日本の国土の80俸という広大なアフリカ大院のー画に且を路み入れたのは、 1972年京都大学理学

部の伊谷純一郎教裡カ句がいる文部省港持学術開査『アフリカの森件、オープJ ラノド境界JIIにお

ける未聞狩猟保集ll，l;町生理学的比較研究」の隊日として西部タンザニアのウッドラノド サパンナ

(乾雌醐間体)でのトングウェ族の調査に~加Lた時に飴まる. その後 中央アフリカ ザイール

の熱市降雨林での〆ガンドゥ肱、西アフリカ 卜ーゴのサパンナでのランパ肱との付き合いが樟〈。

しかし、(，.曲の官時集団があるといわれ‘G.P マードックによれば、 6叩0の部彼(エスニッ

ク グループ)がひしめき合うアフリカ大陸において、 20-30から l田近い火，)、さまざまな酷艇

によって榊成される国家がぎらなのであるから、いまだ、その一端を垣間みでいるのにすぎな

r西アフリカ島勝民の生鶴学的背景」

武田湾

G. H. Ken氏が「わら算」町瞳型

を寄醐
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いのであるの一国家多部族性は、開発途上国においては、政治・経済・社会的な発展にプラスに働

くというよりは、むしろ、ネガテイプな要因として働いたり、時には、部族問抗争や内乱という悲

劇につながったりさえする。しかし、文化的・自然環境的な多様性の中に、調査者冥利を感じとる

のは、内心否めない事実ではあるけれども、簡単に融合・消滅してほしくない文化的要素の一つであ

ると願うのは、人類学を志すものだけの騎りであろうか。水道が家にきていなくても、家の中を照

らす電気が通じていなくても、はたまた、身にまとう衣類が十分でないにしても、それは、生きて

いるその人の心の貧困さを物語るものではないし、物質文明とか機械文明にどっぷりひたり切った

我々現代人のうつろな心に少なからぬ刺激と警鐘を与えてくれる未聞社会が、この世から消え去っ

て欲しくないと念ずるものの一人であるから。

紙面の都合上、西アフリカの話を進めていくと、南北においては、ギニア湾とサハラ砂漠、東西

においては、チャド国と大西洋に囲まれた一帯は、古来“黒い人々の国"を意味するスーダンとい

う名称で呼ばれてきた。このスーダン・ベルトには、乾燥度の激しいJII~に北からサハラ砂漠南縁部

のサヘル(アラビア語で「境界Jを意味する)の半砂漠地帯、スーダン・サバンナ、ギニア・サバ

ンナ(ナイジ‘エリアではミドル・ベルトと呼ばれる、サバンナと森林の選参海)、ギニア湾に面し

た多湿な熱帯降雨林などの異なった植生帯が発達している。ただ、シェラレオネからギニア湾沿い

に、中央アフリカまで続く熱帯降雨林の帯が、トーゴとベナン(旧ダホメー)のところで、北から

張り出したサバンナで途切れるために、ダホメー・ギャップと呼ばれている口相異なった植生帯で

産出する産物や、時には人的資源としての奴隷などをめぐって、物の交易や人の往来のためのルー

トが縦横によく発達しているスーダンは、古代ガーナ王国、古代マリ王国、ソンガイ、ボルヌー王

国や、アシャンティ、ダホメー、オヨ、ベニン等々の諸王国が興亡したところであるo 長距離交易

を専門とする商業集団(デュラと呼ばれるマンデ系のイスラム化された商人とかワンガラ商人)な

どが活躍したり、近隣の弱小部族を支配・併合するためにハウサ族やフルベ族がジハ・ ド(イスラ

ム教徒による聖戦)を展開する以前においても、サハラ砂漠の乾燥化にともなう、持:猟・採集民や

牧畜民の南下移動の歴史はあったのである D だから、そこには、午、 111羊、羊などの家畜の草を求

めて、乾季に南下、雨季には北上という移動のパターンを繰り返す牧畜民と定着している農耕民と

の接触、物々交換などの共生的な関係も長い間、維持されてきた。それは、サバンナ帯の住民の食

料生産経済に少なからぬインパクトを与えることにな旬、エンマーコムギやオオムギを主食の基盤

にした古代エジプト文明とは別個に、スーダンを原産地とする固有の食用作物の栽培:化を促すので

ある。それらのうちで重要なものとして、まず、アフリカン・ライスと呼ばれるグラベリマ稲(ア
スピーシ文

ジア産のサティパ稲とは種が異なっている)は、西アフリカで最長のニジエール川のインランド・

デルタ(内陸部にできた氾離原)で作物として開発されたD スーダンで最も古い食用作物であるフォ

ニオは、 B. C. 5000年頃から栽培されたメヒシパ属の穀鎮で、 1グラム中2000粒もある極小の穂

粒であるがゆえに、英語でハングリー・ライスと称せられるのであろう。しかし、端境期における

ブァミン・プレーカー(救荒食)として重要であるが、スーダン以外の地には全く伝播していない

のである。最も耐乾牲があるといわれるトージンピエは、サヘルでは最も一般的な作物であり、サ

バンナ帯で主食になっているソルガム(モロコシの一種)は、 B. C. 4000-3000年頃に栽培され
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た。さらに、パンガラ・ナットやジオカーパ・ピーン、ササゲなどのマメ類、オクラ、ローゼレ、

ゴマ類などが、やはり乾燥している地方で栽培化されたのに対して、多湿な地帯では、いくつかの

ヤムイモ類や袖料作物のアブラヤシが栽培化された。

組織的な栽培をともなっているわけではないが、いわば、半栽培(セミ・ドメステイケーション)

という段階(一種のマニピュレーション)で有用樹の保護と利用を歴史的に長い間、行なってきて

いることは、スーダンでの食生活にはサプリメンタリーなものとして寄与しているのにすぎないの

だけれども、スーダンにおけるヒトと植物相(フローラ)のかかわり合いの古さを知る上では重要な

のである。例えば、シアー・バター、アキー・アップル、ローカスト・ピーンと呼ばれるネムリグ

サ亜科のパルキア、パンヤ科のパオパブとボンパックスとシルクコットン・トリー、パルミラヤシ

などは、葉や種子、専を食用として利用するので、それらの木(幼樹も含めて)を薪として採集の

対象にしないのは勿論のとと、休耕した畑の切り拓きの時に伐採の対象からはずすD 幼樹であれば、

木の柵を設けて保護さえするのである。

栽培植物について、在来種のみならず、導入種 (16世紀以後、ポルトガル人やスペイン人によっ

てもちこまれた新大陸起j原のキャッサパやキサントソマ、トーモロコシなど)のとり入れとその育

成にみられる積極性や、農耕に投入する労働量の多さなどは、スーダン・サバンナ帯農耕民の行動

学的特徴のーっとして把えていいのかもしれない口

(たけだ じゅん:医学部助手人類生態学)

G省 H.Ke r r氏が「わら算」の雛型を寄贈

「琉球の歴史」の著書:で名高い、 G.H.Kerr氏はとれまでにも幾多の図書資料を本学図書館へ

寄贈されておりますが、今年もまた多数の資料を寄贈してくださいました白 Kerr資料の中には図

書以舛にスライドやマイクロフィルム・写真アルパム・新聞切抜き及びわら算(藁算〉の雛型など

があります。

藁算は琉球王府時代~L使用きれていた記録法です。以下~ëG. H. Kerr氏が八重山竹富島民伝はる

到来算(わら算)について書いたものを翻訳して掲載します。

く南琉球諸島において用いられた結縄式記録法>

琉球王国時代、先島諸島の文字を知らない村人たちは結縄法、すなわち到来算(わら算)によって

記録を保存しなければならなかった。乙の到来算はやがて、首里王府へ送付する報告書をまとめる

ため児、村役人達によっ使用されるようになった。

1879年の琉球処分ののち、初等教育は島々に急速に普及発展し、乙うした昔ながらの工夫を不
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必吾妻信色のとし、わら算の作りかたはま(， t.i <一般に忘れら札ていった.

1962俸に、 J¥.m山竹園品の博物収集家上勢領事氏は、弘 G.H. Kerrのために、わら1'1一式

.，作成してくださ勺 t.:0 上勢頭民は結縄の控術とわら算におtずるそれぞれの霊化の宮味を血解

できる最後の盲老fこちの一人であったといわれている.

く盟明〉

(A) 

(A)畳舗計算

15141211JO 9 
IJ 

a 1 65 .. 

tt>. L r到来算」あ るいは『畳領針罫」とよばれ、村の各声から向がど町〈らい納められにか

を記録するために用いられた.

'" 2 爽慌の"算"には ζ れらのお分は存在し信L、.乙の2の邸分は単は説明の便宜のために

付加された色のである.

本物の..1'1 " Iζは上部だけしかない。つまりその年目がど ζから納められにかを示すた

のに家敏が欝かれていろ而は上原家、聞は宮良家伝ど.) 

'" 3 直立 している羨については、長い6白は仔置の曲師を、短い色のは同置のものがどの〈

らい納められたかを示す.

'" 4 米 2升 ，家敏が主の家から米 2升が納めら れたかを示す.

地 5 とうきぴ l升，先端に闇有の桔ぴ目をもっ畏い聞は、とうきぴを示し、煩い方はとうき

ぴ 1升 〈家紋が聞の家からの)を示す.

ぬ 6 家敏が全の家からの小皆 1升，

ぬ 7. 11 ⑪ M 大R27h

tも 8

ぬ 9

'" 1 0 

地 11

ぬ 12

'" 13 
ぬ 14

ぬ 15

Hα) " 

p 来 " 
H 圧l " 
H 王 " 
uαコグ

H 函 " 
11 @ 11 

。争グ

じゃがL、も

片栗粉 l升.

野il!1東.

E筒 l了。

赤豆 2升.

iJ. 5斤.

cま3升ー

小豆 1升.

か1::2杯ー

-4-



琉E重大学附属国暫館報 町1. 19 r-h 4 1986 

98165.3  

(8) ;本算

/占

(B) 

"'1 乙れは"木野"とよばれる.

No2 乙の郎分はl)!1ζ税明のため付け加えられた也ので、克際のわら却には存在しはい.

'" 3. 本の大きい方の蝿は 5尺?示し、結ばれてい低いま勺すぐの擦は I尺を示すので.乙

れは 6尺の材木告示す.

rh 4. 5寸の材木.

No 5. 8寸 n 0 

N:L 6. 4守 n

N:J. 7. 2本の測は l丈(10尺、その i本が 5尺}を示す.そして 2*のまっすぐの轟は2尺

.，示すので、 ζれは I丈2尺の材木告示す.

I'b. 8. 3本の縄{それぞれ5尺金示す).n丈5尺の材木.

No9 ζ のIt後の 6めは他の材木の廟さ 8寸を示す.

6 5 .. 3 2 

(C )J軍使い算

国・. ~

(C) l 

....1 乙れは"副使い掠"すはわら姻で働〈ヲザ働者の人数の肝算法である.

....2 各わらは 1人の労働者を憲味する .ζ 町グル プ"1人である.

No 3. 2 lIt自のグルプは 10人

'" 4. 3!陸自 n 8人

地 5. 4帝国 n 4人

No. 6. 58時自 n 10人

N:.. 7. 5つのグル プの人放の総計でゐる.各縄は 10人を窓昧し‘先舗が結ぼれた測は 5人

lI~すぐ町わらは l 入金窓味する.よ勺て総計は 39人である.
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8765432  

(0 )木升目わら算

み'

(0) 

""1 ζ れは刊 木升目わら耳"と呼ばれる，

ぬ 2 一段(の米 IJ、世々 ど)

"" 3. ー斗(4765 usガロン)

""4 5升(1升は 0.4765 US1iロン)

"， 5 s合(1告は 0.04765 usガロン〉

出 6 l合

地 7 5勺(l可は 0.0047 usガロン)

1h8 1織(0.00047 usガロン〉

98765432  

(E)金銭わら算

• 
(E) 

Ihl 乙れは"金蝿わらCf"と呼ばれる.

1h2 先織にζ の描ぴ自のある大き信慨は 10円

地 3 ふつうの縄は l円

"'4 先縄Sζζ の結び目のある縄は 5円

No 5 小さ伝闘は 0.1円(10瞳)

地 6 ζの結び目的先を也つわらは 0.05円 (5錨)

地 7. 揖

ぬ 8. 0.005円 (5圏)

他 9. 0.001円(1臣)
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(F)人員わら算

17 

(F) 

ζ れは"人員わら算"と呼ばれる。

Nol 一家1<:5人

地 2. 11 3人

地 3. 11 4人

No4 上記 3戸と次の道区切りと隔ても通り。

地 5. 6.7.8. 2番目の道区切り 1<:属する家の人数。

No 10. 11. 12. 13. 14. 15 3番目の道区切りに属する家の人数。

出 4.9. 16 各世帯グループを分ける通りのしるし。

地 17は総計、結縄は 5人、まっすぐのわらは 1人を意味する。

よって計は 3つの道区切りに 49人が居住している ζ とを示すロ

ブラウジングコーナー

理1<:合わないこと

vol. 19 No 4 1986 

3 

2 

弁当を好えてもらうのは家内に申し訳ないので職場で買う ζ とにしているロその弁当箱壱闘いて、

ふたについていると飯粒を一つ一つ取ってきれいに食べてから、食事にかかるのが習しになってい

る。普通 4分 I程度はと飯を残しているので、ふたについている飯粒まで食べる必要はないのだが、

気がついてみたらやはり同じととをやっている。戦中戦後の育ちざかり Kひもじい思いをした者の

悲しい性というべきかロ

己っちの屈は大根が 10円安い、あっちのス パーは缶詰が]ケ当 IJS円安いと奥様方は体力に

ものをいわせて、あっち乙っちと買物壱楽しんでいらっしゃるロ一方亭主族は市価の 3倍、 4倍

のお金をはたいて、パ やクラブで、お酒やウイスキーを呑んでいる。おまけに翌日は肝臓がどう

の、胃がおかしい、頭が痛いのと苦しんでいる o 世の中leはよく解らないζ とが多いですね。
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青少年問題に関する文献集

高14巻 総理府青少年吋策本部

世界科学者事典 1 デーピ

ット'・アポット編 中村禎旦監訳

物理教育用語集 日本物理

R-371.3-Ky 4 

教育基礎情報調査会

R-141.93-8eI7 

R-375.4-N77 日本

R-190.34-Mo31 

訳 j京書房 1984. 

西洋人物レファレンス事典4

u外アソシェーツ 1984 

現代に生きる女性事典 1981、R-281.03-N71. 

1982年版 日外アソシェーツ 1981-1982 

中東人名事典

1979. 

市町村別日本国勢総覧

-8 日本図書七ンター

1981. 

R-377.17-N77 

R-280.3-N71 

R-379.2-S055 

1984. 

R-402.8-All 

原書房 1985. 

R-420.7-N77 

R-282.28-C68 
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教卓学会編著大H本図書 1984.

化学大辞典 1 -10 縮刷 R-430.33-Ka16 

MJi 化学大辞典編集委員会編 共立出版 1984. 

化学便覧基礎編 1--][ R-430.36-N77 

日本化学会編丸善 1984.

学術用語集 海洋学編 R-452.034-Mo31 

文部省編 日本学術撮興会 1981. 

学術用語集 地学編 R-454.034-M 81 

文部省編 日本学術振興会 1984. 

学術用語集 動物学編 R-480.34-Mo31 

文部省編 大日本図書 1984. 

学術用語集 曲学編 lミ-497.034-Mo31

文部省編 日本歯科医師令 1985. 

厚 生白書昭和60年版 R-498.1-Ko83 

厚生省編厚生統計協会 1985.

食品衛生事典 河端俊治 R-498.55-Ka92 

〔ほか〕編中央法規出版 1984.

システムズ工学用語辞典 R-501 .034-046 

大川雅司編著 工業調査会 1985.

総合エネルギ一統計昭和60 R-501.6-Sh29 

年版 資源エネJレギー庁長官官房企画調査課編

通商産業研究社 1985. 

J I S用 語辞 典電気編

日本規格協会 1984. 

日本の水資源昭和60年

R-501. 7-J54 

R-519.11-Ko45 

国土庁長官官房水資源部編 大蔵省印刷局 1985. 

環境六法昭和61年版 R-519.5-Ka56 

環境庁環境法令研究会編 中央法規出版 1986. 

公害紛争処理白書 昭和問年 R-519.5-K024 

公害等調整委員会編 大蔵省印刷局 1985. 

原子力安全白書 昭和60年版 R-S33. f)-G34 

原子力安全委員会編大蔵省印刷局 1986. 

図説電気・電子用語事典 R-540.34-023 

緒方興助〔まか〕著実救出版 1985.

実 用海事六法昭和60年版 R-550.9-Ka21 

海事法規研究会編成UI堂書官 1985. 

鉱業便覧昭和60年版 R-560.36-K026 

通商産業調査会 19H6. 

繊維年鑑昭和61年版 R-586.059-N77 

日本繊維新聞社編大阪 1985. 

手づくり年鑑 1984 日本ヴォ R-594-N77 

vol. 19 No. 4 1986 

ーグ社編 1984.. 

温産統計ハンド、ブ.ック 昭和 R-605.9-Ts91 

60年版 通商産業大臣官房調査統計部編通産統

計協会 1985. 

世界農業白書 1984年 R-610.59-K051 

国連食糧農業機関編 国際食糧農業協会 1986.

農家経済調査報告 昭和59年 R~611 :82-N96 

農林水産省経済局編 農林統計協会 1986.

果樹園芸大事典 佐藤公一 R-625.03-Sa85 

〔ほか〕編著醤賢堂 1984.

日本林業年鑑 1986年版 R-650.59-N77 

林野弘済会 1986. 

漁業動態統計年報 昭和59年 R-660.:i9-N9行

農林水産省経済局編 農林統計協会 1986. 

デザイン法則事典第 1巻 R-674. 91-Y19 

山山理英著産業能率大学出版部 1985.

会計法規集 最新増補版 R-679-C66 

中央経済社編 1985. 

航空年鑑 1985年 版

上l本航空協会 1985. 

通信白書昭和60年 版

郵政芋i編大蔵省日p制局 1985.

R-687.059-K048 

R-692.1-Y99 

新潮世界美術辞典 新潮社 R-703-Sh61 

1985. 

美学事典増補版 竹内敏雄 R-703.3-Ta67 

編弘文堂 1985.

年鑑現代日本のインテリア R-757.8-D18 

デザイン 第-I:H版センタ一編講談社 1984.

19世紀の音楽カリカチュア R-762-W88 

H.C.ヴ寸 J[..プス著 i度辺格訳音楽之友社

1984. 

オペラ名曲百科上，下 Rー766.03-N23

永竹出苧著音楽之友社 1985.

シンボル事典 水之江有一編 R-801-Mi96 

北M.堂書山 1985. 

字義字訓辞典 佐藤喜代治著 R-811.2-Sa85 

角川害賠 1985. 

日本語の正しい表記と用語 R-811.56-KoI9 

の辞典 講談社校!削同編講談社 1985.

現代用字用語の誤典 松下 R-813.7-Ma88 

史生普 自由国民社 1985.

- 9一
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比轍表現辞典 中村明著 R-815.9-N37 

角川書店 1984. 

なんでもまにあう実用書式 R-816.8-Ta58 

事典 式部良明編著三省堂 1985.

英語論文の書き方ハンドブ‘ック R-836-V26 

M.C.ヴァンルーネン著 j度部昇一・永盛一共訳

南雲堂 1985. 

独和大辞典 国松孝二〔ほか R-843-Ku45

編小学館 1986.

vol. 19 No. 4 1986 

スワヒリ・日本語辞典 R-896.3-W49 

和崎洋一編養徳社 1980.

荷風書誌 山田朝一著 R-91仏 28-Y19

出版ニュース社 1985. 

作家名から引ける日本文学 R-910.35-N71 

全集案内 日外アソシェーツ 1984.

第 52四国際図書館連盟 (1F L A)東京大会に参加して

日本で始めて聞かれる国際会議というととと、次はいつ日本で開かれるかわからないから乙の機会

に国際会議を経験してみてはどうかという上司の勧めで、幸運にもこの大会民参加する機会を得まし

今大会は海舛から 50余力国 600名余の図書館人が東京民集まり、国内参加者約 1300名と併せ

て1900名余の大規模な大会になり、青山学院大学を主会場に国立劇場、日本青年館、ホテルニュ

ーオータニの会場で 8月24日から 29日迄開催されました。

r 21世紀の図書館」をメインテーマにして 10のサブテーマ rl. ニコーメディアの影響、 2. 図

書館サーピスの変化、 3. 図書館利用者の変化 4. 図書館管部・運常の変化 5. 図書館員、情

報専門職の教育と訓練 6. 情報利用における国際協力 7. 印刷、非印刷メディアの保護と保存

8. 先進国と発展途上国との関係 9. 各国における図書館サービス発展の条件 10. 新しい図書

館の理念」に添った様々のプログラムは現在及び将来の図書館がかかえる課題の解決と民族、国籍、

宗教を越えた図書館人の国際協力が大切なことを示しています。

開会式は 8月25日午後 2時から国立劇場で皇太子及び同妃殿下御臨席のもとに聞かれた。優

雅な雅楽演奏のあと IFLA会長の挨拶のなかで第 3世界への援助、図書の保存に関して酸性紙の

問題等の発言、文皇太子殿下のお言葉で、日本は出版される図書の割合には図書館が発展しなかっ

たとと、各国の図書館が交流を深める乙とにより、それぞれの図書館に蓄えられた古今の知識、情

報は、地域を越えて人類の共有すると乙ろにな旬、発展途.上国への協力を含めて、乙の大会を機に

人々の友好が深まるようのべられた乙と等深い感銘を覚えました。引き継き r21世紀への図書館J

をテーマに 3名の講師による全体会議に移りました。関金式、全体会議共、日英独仏露の 5カ国同

時通訳の設備がなされており、国際会議の実感を改めて味わいました。その夜、園立劇場近くのホ

テルニューオータニの鶴の聞で閥かれた東京都知事主催の歓迎レセプションは豪華そのものでした。

皇太子及び岡妃殿下をお招きして 2000名の参加者が広い会場を埋めつくし、山海珍味の盛りつ
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けも豪華でレセプション托一層の花を添えました。会場はお互いの話しも充分聞きとれな

い程、各国人の会話と熱気で埋まり、盛会のうちに終りました。

IFLAは独立した国際的非政府団体で本部をオランダのハーグに置き、 123カ国加盟

による世界的規模の会員を有し、図書館活動のあらゆる分野を扱っているとプログラムは記載して

います。東京大会は 8つの部会32の分科会、 9つのラウンドテーブルがあり、私が参加した申で

印象に残った lつに「皇帝」ゾロジユフトがあります。とれはマイクロコンピユータを基本とする

ビデオ、システムを用いて、自由自在に望みの文字情報、画像情報および音声情報を対話型で同時

に検索できるピデオディスクの部会でした。流暢な英語の解説が一層興味深いものにしました。

又、 8月28日のプロフェショナル・ツアーで 12コースの中から筑波研究学園都市見学を申込み、

図書館情報大学が公開図書室を設けて大学を社会に開放している点や、筑波大学がオンライン目録

処理でカード目録をもたない等色々と参考になる所が多く有益なツアーでした。今大会は

70万枚の出版物が発行され、その半分が日本後版といわれる程、圏内参加者が圧倒的K多く、分

科会民参加しでも日本語版の賓料が充分行きわたらない有様でした。

閉会式は多数の参加のもと 8月29日午後 2時から日本青年館で行われ、今大会の反省点や第 3

世界への援助等決議が採抗されました。永井組織委員長の挨拶の中で「白、賞、黒の皮!曹の異なっ

た今大会の参加者への処し方はステーキの調理法}とも似ており、口一、ミーディアム、ラエルダン等

燐き方のようにそれぞれ異なっているがそれぞれ味わいのあるものだ」とユーモラスなスピーチが

あり、閉会の辞では IFLA会長が今大会に話し合われた事柄はそれぞれの図書館に帰り、それぞ

れの仲間に伝え、実行に移すようにと語られ、最後~~ r終りは新しいものの始まりであり、ブライ

トン(英国:次期開催地)は待っている」と結んだ。

慌しい一週間の日程の大会も最終便の夜の那覇空港におきなどを見た時、始めて無事終ったとと

を実感した。

(医学部分館盤理係長豊平朝美)

寄贈雑誌・紀要類配架場所の移動のお知らせ

3階雑誌室の国際資料コーナーの一角に配架してあった研究所や団体からの寄贈雑誌は 5層のパ

ックナンパー書架へ移動しました。また各大学の紀要類のうち公私立大学は 5層へ移動し、国立大

学は国際資料コーナー隣りの現在の位置に配架しました白

国際資料コーナーには、 Unesco資料・ UN資料・ OECD資料・ EC資料・ア Uア研究資料お

よび間立大学紀要類を配架しであります。又学内の紀要は 2階の沖縄関係資料閲覧コーナー(貸出

カウンターの前方)へ移動しました。

1
4
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〈図書館業務電算化通信 No.3 > 

閲覧業務への 1L 1 S導入

57年秋に当図書館の閲覧業務が電算化されて早くも 4年が経過していますが、 ζの10月20日に

乙れまでの富士通閲覧管理システムから、同じ富士通の ILIS/閲覧へとシステムの移行がなされ

ました。 ζ れは 1L 1 S (1 n t e g r a t e d L i b r a r y 1 n f 0 r rn a t i 0 n S y s t em)という大学図

書館などに向け開発おれた図書館業務機械化のためのソフトウェアパッケ-~群を導入し、図書

館業務のトータルな機械化を行っていくための第一段階です。 ILISは閲覧、雑誌受入、図書受入、

目録作成、目録検索などからなっていて現在まだ開発進行中ですが、当館はそれらを順次導入して

いく予定になっています。

なお、カウンターでの利用者の貸出手続きなどには変更はありません。(学術情報係)

図書館業務電算化日録

昭和 61年 6月-10月

6月23日(月) 図書書誌データ修正作業(-28日)

25日(水) ワーキンググループ電算班会議(第 5回)

26日(木) 富士通との打合せ(第 7回)

7月 4日(金) 富士通との打合せ(第 8回)

8日(火) 学総目欧文編京大個別版入手、 M180へ搭載

図書書誌デー夕、端末からの修正開始(--8月7日)

28日(月) ワーキンググループ電算班会議(第 6回)

富士通との打合せ(第 9回)

8月 1日(金) 富山大学より閲覧管理プログラムMT入手

12日(火) 富士通との打合せ(第 10回)

19日(火) 端末配置打合せ

20日(水) 情報処理センター機種更新作業(----31日)
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8月29日(金)

9月 1日(月)

2日(日)

19 l::I (金)

25日(木)

27日(土)

10月 1日(水)

3日(金)

6日(月)

16日(木〉

20日(月)

21日(火)

22日(水)

富士通との打合せ(第 11回)

情報処理センターのM360稼動開始

金城照子整理係員、学術J情報センター総合目録データペース

実務研修参加 (---"10月29日)

M3oOへデータ搭載(和洋図書書誌追加、洋雑誌所蔵)

AIM運用、進捗状況チェック等についての打合せ

V 830データのフロッピーへの吸上げ

ILIS閲覧業務セットアップ(-20日)

端末接続のための配線工事 (-4日)

ワーキンググループ電算班全議(第 7回)

オペレーションデモ

端末接続のための配線工事

ILIS閲覧システム稼動開始

情報処理センター長との打合せ

レスポンスタイム計測(-23日)
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ト

1987年度の新規購入雑誌及び中止雑誌が決まりましたので掲載いたします。なお中央図書館の

圏内雑誌については、図書館運営委員会の決定を待って、次号 20巻 l号 (62年 2月)に掲載しま

1987度新規・中止雑誌リス

す。

配架場所

本

本

トス1987年度新規購入外国雑誌リ

館Therapy Behavior 1. 

館

医分館

医分館

the Mentally Retarded Education and Training of 2. 

The Gerontologist 3. 

Advanced Nursing of ]ournal 5. 

館本Behavior Analysis of Appl ied 

Autism 

]ournal 4. 

館

館

館

本D isorders and Development J ournal of 6. 

本

本

Appl ications Chr omato g r aphy-B i 0 me d i cal of 10urnal 7. 

館

館

館

本

本

本

本

Hydrology Con taminant Journal of 8. 

of Learning Disabilities 10urnal 9. 

o f M e n t a 1 0 e f i c e n c y R e s e a r ch Journal 10. 

Behavio r of Motor Journal 11. 

館Psychoanalytic Association the of J ournal 12. 

医分館

医分館

医分館

館

館

館

本

本

Hearing Research & Speech 

R
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--冒

a-
Q
M
 

V
J
 

---a a
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--‘

x
 

s
v
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E
も

V
A

M
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of Journal 13. 

14. 

15. 

Immunology Parasite 16. 

1 nterna t io na 1 Surgery Pedlatric 17. 

本P e r c e p t i on & P s y c h 0 p h y s i c s 18. 

医分館

本 館

本

本

in Nursing and Health 

S prachfIege 

Teacher 

Resea r ch 19. 

20. 

館

館

Education 
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1987年度中止外国雑誌リスト

1. British Journal of Industrial Medicine 

2. Business and Commercial Aviation 

3. Canadian Journal of Biochemistry and Cel1 Biology 

4. Deutsch Hydrographische Zeitschrift 

5. Food Service Marketing (1 ndependent Restaurant) 

6. 1 nternational J ournal of Man-Machine S tudies 

7. International Journal of Non-Liner Mechanics 

8. 1 nternational Journal of Social Psychiatry 

9. J ournal of Agriculutural S cience 

10. Journal of Arnold Arboretum 

11. Journal of Endcrinology 

12. Journal of Food Process Engineering 

l~. JOl1.rnal of Human Evolution 

14. Material Science and Engineering 

15. Nursing Forum 

16. Physics Bul1etin 

17. Physiology and Behavior 

18. Transportation 

19. Trends in Biotechnology 

1987年度医学部分館新規コア・ジャーナル

の選定について

配架場所

医分館

本 館

本 館

本 館

本 館

本 館

本 館

医分館

本 館

本 館

本 館

本 館

医分館

本 館

医分館

本 館

本 館

本 館

本 館

医学部分館では学術雑誌の充実・整備を図るため、昭和62年度より 156種(洋雑誌94、

和雑誌62) を新規コア・ジャーナルとして購入することになりました。

コア・ジャーナルの選定にあたっては、医学科(病院を含む)の各講座より選出され

た委員によるコア・ジャーナル選定ワーキングを経て、医学部分館運営委員会に諮った

後、医学部教般会の承認を得て実施するごとになりましたo

洋雑誌
1987年度医学部分館新規コア・ジャーナルリスト

1 . Acta Dermato-Venereologica 2. Acta Psychiatrica Scandinavica 
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3 . American Industrial Hygiene 

Association Journal 

4 . American Journal of Human Genetics 

5 . American Pharmacy 

6 . Analytical Biochemistry 

7 . Anaesthesia 

8 . Archives of Enviromental Hea1th 

9. Archives of Gynecology 

10. Archives Internationales de Phar-

macodynamif. et Therapie 

11. Archives of Neurology 

12. Archives of Orthopaedic and 

Traumatic Surgel'Y 

13. Artery 

14. Artificial Organs 

15. Cleft Palate Journal 

16. Clinica Chimica Acta 

17. Clinical Cardiology 

18. C1inical Hemorheology 

19. Clinical Nephrology 

20. Clinical Pharmacoldnetics 

21. Clinical Radiology 

22. Clinical Vision Sciences 

23. Contact Dermatitis 

24. Core Journals in OphthalmoJogy 

25. Cutis 

26. Cytogenetics & Cell Genetics 

27. Developmental Biology 

28. Digestive Surgery 

29. Drug Intelligence & Clinical phar-

macy 

30. EMBO Journal (European Molecular 

Biology Organization) 

31. Endocrinologica Japonica 

32. European Heart Journal 

33‘ European Journal of ;;]¥.tclear Medicine 

34. Excerpta Medica: Forensic Seience 

Abstracts (Section 49) 

35. ExperimentaJ Neurology 

36. Experimental Parasitology 
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37. FEMS Microbiology Letters 

38. Folia Psychiatrica et Neurologica 

Japonica 

39. Forum on Fundamental Surgical 

Problems 

40. Gastrointestinal Endscopy 

41. Hand Clinics 

42. Hautarzt 

43. Hearing Research 

44. International Journa] of Gynecology 

& Obstetrics 

45. International Journal of 01'a1 

Surgery 

46. International Pharmaceutical Abst-

racts 

47. Intervirology 

48. Japanease Heart Journa] 

49. Journa] of Air Pollution Control 

Association 

50. Journal of the American College 

of Cardiology 

51. Journal of Antimicrobial Chemo-

therapy 

52. Journa] o( Biochemistl'Y 

53. Journa] of Chronic Deseases 

54. Journal of Clinical Oncology 

55. Journal of Clinical Pharmaco}ogl 

56. Journal of Cutaneous Pathology 

57. Journal of Forensic Scince 

58. Journal of General Virology 

59. JOllrnal of Medical Genetics 

60. Journal of Morphology 

61. Journa) of Neuropathology and 

Experimental Neurology 

62. Journa1 of Oral Pathology 

63. Journal of Pediatric Orthopedics 

64. JQurnal of Pharmaccutica1 Scienee 

65. Joul'naI of Pharmacy & Pharmacology 

66. Journal of Surgical Research 

67. Laryngoscope 
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68. Life Science 

69. Medicine. Sciellce and Law 

70. Microvascular Reseal'ch 

71. Mo¥ecular and Cellular Biology 

72. Nervenarzt 

73. Nucleic Acids Research 

74. Ophthalmologica 

75. Ophthalmo¥ogy 

76. Otolaryngology: Head and .!'Jeck 

Surgery 

77. Pain 

78. Pediatric Neuroscince 

79. Pharmacology 

80. Placenta 

81. Psychiatry Research 

82. Quarterly Journa¥ of Medicine 

和雑誌

1 .アルコール研究と薬物依存

2.賠憤医学

3 .病院

4.病院薬学

5. j白療

6 . Coronary 

7 .栄養学雑誌

8. 7ーズピオ

9.癌と化学療法

10.月刊ナーシング

11.月刊薬事

12.現代医療

13.犯罪学会誌

14，.医科器械学

15. INNER VISION 

16.医用電子と生体工学

17.耳鼻咽喉科

18.人工臓器

19.腎と透析

20.看護

-17 -
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83. Radiologic Clinics of :¥'orth 

America 

84. Scanclinavian Journal of Haematoー

logy 

85. Scandinavian Journa] of Urology & 

Nephrology 

86. Seminars in Nuclear Medicine 

87. Therapeutic Drug Monitoring 

88. Thorax 

89. Transplantation Proceedings 

90. Undersea BiomedicaL Research 

91. Yearbook of Obstetl'ics & Gynecology 

92. Yearbook of Urology 

93. Zeitschrift fuer Parasitenkunde 

94. Zentralblatt fuer Neurocbirurgie 

21.看護技耐

22.関節外科

23.血液と脈管

24.検査と技術

25.呼吸と循環

26.厚生統計協会出版物一括

27. Mebio 

28. Medica¥ lmmunology 

29. Medical Practice 

30. Meclical Technology 

31.免疫と血液

32.免疫薬理

33.ナーシングトゥデイ

34. 日本耳鼻咽喉科学会々報

35. 日本皮フ科学会雑誌

36. 日本法医学会誌

37. 日本医師会雑誌

38. 13本腎臓学会誌

39. 日本内科学会誌

40.目前と神経
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41. OPE 

42.プラクティス

43. Progress in Medicine 

44. Radio Isotopes 

45.臨床病理

46.臨床画像

47.臨床科学

48.臨床i検査

49.臨床と研究

50.臨床スポーツ医学

51.臨康神経学

-18 -

52.労働白書

53.生体の科学

54.食の雑誌

55.食生活

56.総合臨床
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57.大気汚染学会誌(大気汚染研究)

58.糖尿病

59.薬局

60.薬事新報

61.薬務公報

62.薬剤学
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文献複写をセルフ・サーピスで

一一校費移算による文献復写取扱要項の制定についてー

校費による文献複写に関する規程等の整備を行うとともに、文献接写サーピスの強化を図るため、

従来図書館職員によって 1枚当り 13円で行っていた複写業務をとり止め、去る 10月1日から磁気

カードによる複写万法に変更いたしましたo

磁気カード陀よる複写とは、図書館備付け教館専用複写機で、図書館が配付した磁気カードを使

用して、教官自ら複写を行う方法であります。 ζの場合の複写料金は B4版以下の用紙使用で、 1

枚当り 10円を校費移算により差引きます。

利用時間は時間舛開館が行われている期間は、月~金 8 ;30-20: :30、土 8: 30.......16 : 00、

の時間帯まで複写利用時聞を延長します6但し、各休業期間中は、月~金 8:30.......16:30、 土

8: 30.......12: 00ですq なお勤務時間終了後の複写利用は 2階貸出カウンターで 3階事務室の鍵を

借受けて行って下さい。その際「文献複写申込書JK記入する乙とをお忘れにならないようにお願

いします。使用後は複写機のメインスイッチを切断し、書庫内・事務室内の電灯を消し、旋錠して

出て下さい。

随気カードの申込みは「織気カード利用申込書JK所定事墳を記入の上、必らず学部事務(課)

長の押印を受けて図書館長宛に提出して下さい。磁気カードは原則として利用申請をされた先生が

直接受領されるようにお願いします。やむをえず代理受領の場合は印鑑を持参させて下さい。なお

磁気力一ドの配付は原則として学科あるいは学科目~r:. 1枚ですが、個人で持ちたい方はその旨申出

て下さい。配付業務は 3階の参考調査係(電話 2145)で行っております。

以上の乙とについては、図書館長名による文書(学内図整第 358号 昭和 61年 10月 1日)を各

学部長へ発送して周知を図ってきましたが、 11月29日現在の申請者は 54人です。まだの方はお

早自に申請して下さるようお願いします。

磁気カード配布状況

S 61. 11. 29現在

申込者 受領者

法 文 11 3 

教 育 6 5 

理 学 21 21 

工 学 8 8 

農 学 5 1 

教 養 2 1 

短 大 1 1 

計 54 41 
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琉球大学附属図書館校費移算による文献複写取扱要項

(昭和 61年 10月1目、

制 定'

第 l条 琉球大学附属図書館(医学部分館を含む)が行う校費移算による文献複写(以下「文献複

写Jという。)の取扱いについては、乙の要項の定めると乙ろによる。

第 2条 文献複写は‘本学の教官が教育又は研究の用に供するととを目的とする場合に限る色のと

する。

第 3条 文献複写を利用する者は、所定の申込書に必要事項を記入し、附属図書館長(医学部分館

は分館長)に提出しなければならなV'o

第4条 文献復写を利用する者は、複写機の操作を各自行うものとする o

2 文献複写を利用する者は、複写機が故障した場合、使用を中止するとともに係に報告しその指

示を受けなければならない。

第 5条 電子複写方式による場合は、磁気カードによるものとする。

第 6条 文献複写利用料金は、別表文献複写料金表による。

附 則

乙の要項は、昭和 61年 10月1日から施行する。

文献複写 料 金 表

f重 illJ 規 格

電子複写方式による複写

B 4判以下

リーダープリンターによる複写

-20-
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磁気カード利用申込書

昭和年月日

琉球 大学附属図書館長 殿

下記のとおり申込みます。

との申込みによる著作権に関する一切の責任は申込者が負います。

学 部 学 科 氏 名

円
U
H

「
FM'

利用料金は校費の移算により支払います。

学部事務(課)長 円
H
H

「
ド
ド

門
口
一

同
月
一

年
一
年

付一受一
磁気力ードNO

NO  

カード交付年月日

年

カード受領印

月 日 月 印日

文献複写申込書 (校費移算用)

(附属図書館長殿、

庚学部分館長殿/

下記の通り申込みます。

乙の申込による著作権に関する一切の責任は申込者が負います。

申 込 昭和 年 月 日

込申
氏 名

者 所 属

書(誌)名:巻号(年)

鑑 写 枚 数 枚

用紙は 86判とする。
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本学教官著書寄贈コーナー

昭和 61年 1月から 10月31日までにと寄贈いただいた分を掲載します。(敬称略)

浅野 誠(教育史) r子どもの発達と生活指導の教育内容論」明治図書 1985 

中山 満(人文地理学〉

瑞慶覧長定(電子工学)

水野益継(法律学)

伊江朝章(社会学)

平 良初男(分 析 化 学 )

「沖縄の社会科百科J沖縄出版 1986 

「微少電力多値論理回路とその応用に関する研究」

東北大学位論文

「法学概論」八千代出版 1985 

「教養としての社会病理学」 学文社 1986 

「琉球石灰岩地域に産する陸性マンガン団塊の地球化学的研究」

1985 学位論文

加 納 隆 至 ( 基 礎保健学講陸) r最後の類人猿」 どうぷつ社 1986 

仲程圏徳(文 学 r沖縄近代詩史研究」 新泉社 1986 

比嘉良充(倫理学 r地域からの国際交流」 研文出版 1986 

若 尾祐 司(政治学及び政治史) rドイツ奉公人の社会史」 ミネルヴァ書房 1986 

稲嶺成作(構成 r美術理論」教育学部美術工芸科 1986 

大宜 見 朝 栄(森林保護学帯林工学) r新編樹病学概論」 養賢堂 1986 

本川達雄(生理生 化学 ) rサンゴ礁の自然、誌」本川達雄訳平珂出版社 1986 

民家 宏(堆積学) r琉球弧の海底」 新星図書 1986 

福 島 駿 介(建築計画学) r沖縄における木工系技術及ぴその伝承に関する研究」

山里将晃(経済政策)

泉 恵得(声学)

合田正人(仏語)

秋永孝義(農産施設工学)

小島瑚艦(国文学)

石嶺行男(農場 )

新住宅普及会 1986 

「南からの発想J ひるぎ社 1986 

「沖縄の歌、日本の歌」レコード l枚

「粗越・外傷・神曲」 国文社 1986 

「沖縄県産物の流通技術民関する実証的研究」 九大 1986 

学位論文

「琉球古鐘銘集成」 教育学部小島研室 1986 

「琉球列島におけるサトウキピ畑の雑草植生の実態と強害草の

生態・生理学的研究」 九大 1986 学位論文

年内複写サービス期間のお知らせ

今年の文献複写サーピスは、下記の日時までですのでご留意下さい。

(私費) 昭和 61年 12月25日(木) 午後 4時 45分

(校費) 昭和 61年 12月26日(金) 午後4時45分

-22-



琉球大学附属図書館報 vol. 19 No. 4 1986 

図 書 館 事 情

に第 169回図書館運営委員会〕

日 時:昭和 61年9月 18日〈木) 15 : 00 ...... 

場 所:図書館会議室

議 題1. 1987年共同利用購入外国雑誌について

2. 琉球大学附属図書館校費移算~Z:よる文献復写取扱要項(案)について

3. 学術雑誌(パックナンバー)の配架変更について

4. 昭和 61年度沖縄関係文献資料保存事業計画について

5. その他

報告事項:1. 学術雑誌見直し検討委員会

E出張〕

2. 沖縄研究資料調査収集小委員会

3. 大型コレクション収集計画について

4. 業務電算化Kついて

5. 図書施設の整備について

(1)書庫の整備作業

(2) マイクロ資料室の模様替

(3) 1階適用口の自動ロック

6. 国立大学図書館協議会総会(第 33回)について

7. その他

(1) ファクシミリの設置計画

(2) 1986年版|封書館概要及び英文利肘案内

昭和 61年 6月10日(火)附属図書館長・圃府田佳弘、事務部長・前田正三、閲覧課長・山田勉

第33四国立大学図書館協議会総会出席、東京・ 13日まで

昭和 61年 6月 10日(火)整現係長・新城安普

法政大学沖縄文化研究所Kおける資料調杏、東京・ 12日まで

昭和 61年6月25日(水)参考調査係長・仲西盛秀

j第 7回EDCセミナー出席、東京・ 27日まで

昭和 61年 7月 10日(木〉附属図書館長・闘府田佳弘

沖縄関係文献資料保存事業花関する打合せ、東京・ 12日まで

昭和 61年7月22日(火)学術情報係・金城守

JOJS研修会参加、福岡・ 26日まで

昭和 61年 7月23日(水)分館閲覧係・伊佐真一

第 5回九州地区医学図書館実務者連絡会議出席、佐賀・ 26日まで
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昭和 61年8月4日(日)図書館専門員・新井裕丈

第 l回学術情報センター・シンポ少ウム出席、東京・ 6日まで

昭和 61年8月 11日〈月)受入係長・松原敏夫

第 11回沖縄地区係長研修参加、那覇・ 23日まで

昭和 61年8月21日(木)図書館専門員・新井裕丈

第34同力j、Ii地同医学図書館協議会総会出席、福岡・ 23円まで

昭和 61年8月24日(日〉分館整理係長・豊平朝美

第52回国際図書館連盟(1F L A)東京大会出席、東京・ 29日まで

昭和 61年8月31日(日)受入係・砂川善則

vol. 19 No. 4 1986 

間和 61年度(第 23回)九州地区国立学校等会計事務研修・阿蘇郡一の宮町・ 9月6日まで

悶和 61年9月1日(月)整理係・金城照子

昭和 61年度総合目録データベース実務研修、東京・ 10月27日まで

昭和 61年9月 10日(水)閲覧係・漣土名恵子

昭和 61年度九州地区著作権講習会参加、長崎・ 12日まで

昭和 61年 9月 10日(水)参考調査係長・仲西盛秀

昭和61年度九州地区国立大学図書館協議会実務者連絡会議出席、福岡・ 12日まで

昭和 61年 9月 16日(火)整理課長・尾崎一雄

昭和 61年度国立学校事務電算化講習会出席、徳島・ 20日まで

に来館者〕

昭和 61年 6月 9日(月)沖縄県立ろう学校生 10人

昭和 61年 9月29日(月)一橋大学附属図書館・大島朋子助手

昭和 61年10月 7日(火) JAJCA研修員 8人

昭和 61年10月 8日(水)米国メリーランド大学、デピット・ハーチエンセン心理学部長、，ロー

パート・ E・トモリ教授

昭和 61年10月14日(火)佐賀大学、原田洋庶務部長

〔講演会〕

昭和 61年 10月7日(火) 17: 10 ...... 20 : 10 

講演者:上里健次(園芸学)農学部助教授

演 題:スラウエシの自然とトラジヤの葬犠習慣

【その他〕

沖縄県大学図書館協議会研修会

昭和 61年7月 9日〈水) 16:-....17:00 

講演者 :EC委員会代表部広報姐当参事官 マイケル・レイク氏ロ資料室・中曽根佐織氏

演題 :EC・アメリカ・日本
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医学部分館コーナー

|情報検索 (J0 1 S)の利用案内 l
情報検紫は、千原の附属図書館で実施しておりますが、上原団地から離れているため医学部の先

生方にはご不便をおかはしてきました。去る 11月1日から医学部分館閲覧係(内線 2733・2734) 

でも利用できるようになりましたので C案内申しあげます。

情報検索の利用時間及び利用料金は、次のとおりです。

3日

1.利用時間 月~金 9 : 00 --16 : 30 (但し、 12: 00"" 13 : 00を除く)

士 9: 00 -. 11 : 30 

2. 利用料金 (JICST提供料金)

止よ¥1
オンライン オ プ ライ ン料金

ファイル接続料金 回答出力料金
手配料金

回答出力料金

(ヒットチャーロ) Aタイプ(抄録付)Fタイプ(抄録無し)

JICST 200円/分 35円パ牛 17円/件

JMEDICINE 210円/分 29円/件 17円/件

J ICSTE 10円/件 500円/旬 22円/件 22円/件

JCLEARING 23円/件 17円/件

J PUBLI C 200円/分 35円/件 17円/件

JCATALOG 
ー ー 一 ー

JTERM 

MEDLINE 180円/分 10円/件 30円/件 20円パ牛

CA SEARCH 312円/分 51円/件 『 68円/件

TOXLINE 375円/分 23円/件 55円/件 37円/件

BIOSIS 320円/分 30円/件 ー 46円バド

CAB 232円/分 70円/件 95円/件 76円/件

COAL 200円/分 10円/件 35円/件 17円/件

CANCERL IT 208円/分 10円〆件
500円/岡

43円/件

一ー-21fI→FSTA 280円/分 26円/件 51円/件

NTIS 2.52円/分 10円パ牛 35円/件 17円/件

INS PEC 364円/分 58円/件 95円/件 17円/件

INIS 200円/分 10円/件 35円/件 17円/件

NK-MEDIA 240円/百 10円/件 351:tJ/件 17円/件

EMBASE 323円/分 10円/件 28円/件 17円/件

IRRD 200円/分 10円/件 35円/件 17円/件

MESH 180円/分

CASNAME 200円/分
ー ー ー

MAL IMET 200円/ぢf
研修ファイル 50円/分
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分 館 事 』情

〈第 14回運営委員会〕

日 時:昭和 61年 6月9日(月) 16:00--

場 所;医学部分館会議室

議 題:購入学術雑誌の増加陀ついて

報告事項:研修医オリエンテーションについて

仁第 15回運営委員会〕

日 時:昭和 61年 7月24日(木) 16: 00--

場 所:医学部分館会議室

議 題:1.講座購入雑誌の 2週間貸出阻ついて

2. 看護、薬剤部などの雑誌について

3. その他

報告事項:1. 国家試験対策委員会寄託図書について

2. 学術雑誌(コア・口ャーナル)選摂ワーキングについて

3. 保健学科院生のオリエンテーションについて

4. 文献複写依頼書の記入について

5. その他

く第 16回運営委員会〕

日 時:昭和 61年 9月17日(水) 16:00--

場 所:医学部分館会議室

議 題1.昭和 62年度新規購入コアジャーナル及び負担額について

2. 講座費購入新着雑誌の貸出に関する申合せについて

3. その他

報告事項:1. 視聴覚機器及び情報検索機器の購入について

2. コアジャーナルの選定・作業について

3. 第 34回九州地区医学図書館協議会総会について

4. その他
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〔第 17回運営委員会〕

日 時:昭和 61年 10月23日(木) 16:00""" 

場 所:医学部分館会議室

議 題:パックナンパーの購入について

報告事項:1. 複写業務(公費、私費)の開始について

2. 図書館利用案内 (1986年)の発行について

3. 情報検索 (}OlS)の利用案内について

4. 視聴覚機器及ひ・ファクシミリの購入について

【医学部オリzンテーション〕

医学科 2年生約 130人

日 時:昭和 61年 10月24日(金) 10:30.....， 11:30 

場 所:基礎講義棟 104教室

保健学科 2年生約 70人

日 時:昭和 61年 10月28日(火) 11:20.....， 12:10 

場 所:保健学科講義棟 210教室

仁出強〕

昭和 61年7月24 (木).....， 25日(金) 閲覧係伊佐真一

第 5回九州地区医学図書館協議会実務者連絡会議出席

昭和 61年8月4日(月) 専門員新井裕丈

第 1回苧術情報センター・シンポジウム出席 東京 6日まで

昭和 61年8月21日(木) 専門員新井裕丈

第 34回九州地区医学図書館協議会総会出席 福岡 23固まで

昭和 61年 8月24日(日) 整盟係長豊平朝美

第 52回 IFLA東京大会出席 29日まで
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